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第４章 施策の進捗状況

第 4 章 施策の進捗状況 

1 施策の進捗状況 

第 1 次計画における目指す将来環境像の実現に向けた、環境の保全・創造に関する施

策の体系は以下のとおりです。現在も基本施策ごとに主要施策を掲げ、これを実現する

ための具体的な施策・事業（全 188 項目）に各所管課で取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編）含」としての位置づけ 

【自然環境】 

2．水やみどりと共生

した自然豊かなまち 

【生活環境】 

3．活力と元気があふ

れる健やかなまち 

【快適環境】 

4．人と自然にやさし

いうるおいのあるまち 

【地球環境】 

1．身近な地域から地

球にやさしいまち 

【環境保全に取り組む

ための基盤づくり】 

5．みんなで考え自ら

動くまち 

 

 

 

地球温暖化対策 

 

地域から始める地球温暖化防止活動の推進 

酸性雨・オゾン層破壊 地球環境問題への適切な対応 

農地・平地林 農地や平地林などまとまりのあるみどりの維持・保全 

河川・水辺 水質が良好で安全な河川環境の維持・保全 

動植物・生態系 貴重な生態系の保全、生物多様性の確保 

自然とのふれあい 自然の恵みにふれあう場や機会の創出 

大気環境 良好な大気環境の維持・管理 

水環境 水質の保全と水資源の確保・活用 

音環境 閑静で心地よい音環境の確保 

土壌環境 健全で安定した土壌環境の維持・管理 

廃棄物 ごみの減量化と資源の有効利用 

公園・緑地 ゆとりがあり、自然とふれあえる空間の確保 

歴史・文化的環境 地域に根ざした風格あるまちづくり 

まち美化、暮らしの 

マ ナ ー ・ モ ラ ル 自主的で誇りあるまち美化の推進 

環境教育・環境学習 環境保全に対して自ら行動できる人材育成 

各主体による環境保
全活動 各主体が自立・協働できる環境の醸成 

【環境目標】      【環境要素】       【基本施策】 
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環　境　目　標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

身近な地域から地球にやさしいまち 6 2 20 3 10 41

水やみどりと共生した自然豊なまち 0 0 31 1 6 38

活力と元気があふれる健やかなまち 1 2 38 1 8 50

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 3 3 27 1 6 40

みんなで考え自ら動くまち 0 2 11 2 4 19

　　計 7 8 127 10 36 188

平
成
2
8
年
度

環　境　目　標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

身近な地域から地球にやさしいまち 6 0 23 3 9 41

水やみどりと共生した自然豊なまち 0 0 31 1 6 38

活力と元気があふれる健やかなまち 0 2 39 1 8 50

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 2 4 29 0 5 40

みんなで考え自ら動くまち 0 1 11 2 5 19

　　計 8 7 133 7 33 188

平
成
2
9
年
度

2 これまでの評価 

（1）評価基準 

 主要施策の進捗状況を各所管課で評価しました。評価基準は下表のとおりです。 

評価 基 準 

S 目標達成済み 

A 今年度目標達成 

B 予定以上に進んだ（進んでいる、取り組めた、取り組めている） 

C 予定通りに進んだ(進んでいる、取り組めた、取り組めている) 

D 予定通りに進んでいない（取り組めなかった、取り組めていない） 

E 検討中、未着手、未実施 

F 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止・縮小・延期 

G その他（現状に一致しない目標、見直しが必要な目標など） 

※令和 2 年度に評価基準を見直し、S 評価、F 評価、G 評価を追加しました。 

 

（2）取り組みの評価結果 

 2016(平成 28)年度から 2020（令和 2）年度までの評価結果は、以下のとおりです。 

 

◆2016(平成 28)年度から 2020（令和 2）年度までの評価結果◆ 
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環　境　目　標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

身近な地域から地球にやさしいまち 6 0 21 5 9 41

水やみどりと共生した自然豊なまち 1 0 30 1 6 38

活力と元気があふれる健やかなまち 0 1 40 1 8 50

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 3 4 28 0 5 40

みんなで考え自ら動くまち 0 1 11 2 5 19

　　計 10 6 130 9 33 188

平
成
3
0
年
度

環　境　目　標 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計

身近な地域から地球にやさしいまち 6 0 20 6 9 41

水やみどりと共生した自然豊なまち 1 0 30 1 6 38

活力と元気があふれる健やかなまち 0 1 40 1 8 50

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 3 4 28 0 5 40

みんなで考え自ら動くまち 0 1 11 2 5 19

　　計 10 6 129 10 33 188

令
和
元
年
度

環　境　目　標 Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ 計

身近な地域から地球にやさしいまち 6 1 1 20 5 3 1 4 41

水やみどりと共生した自然豊なまち 1 1 0 28 0 3 3 2 38

活力と元気があふれる健やかなまち 0 0 0 37 1 7 3 2 50

人と自然にやさしいうるおいのあるまち 3 0 4 22 1 2 6 2 40

みんなで考え自ら動くまち 0 1 0 10 3 1 2 2 19

　　計 10 3 5 117 10 16 15 12 188

令
和
２
年
度

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3）取り組みの評価結果から考察される点 

 

 

◆評価基準別に、2016(平成 28)年度から 2020（令和 2）年度の評価結果をみると「C

評価」が突出して多く、施策が予定通りに進んだ、もしくは進んでいると報告があり、各

課において順調に実施されていると評価できます。 

◆目標達成済みである「S 評価（2020（令和 2）年度のみの評価）」が 10 項目あり、

各施策におけるフィードバックと今後の対策検討が必要となってきます。 

◆2020（令和 2）年度は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業の中止、縮

小または延期された事業が多く、これらを評価対象外としましたが、アフターコロナ

以降の評価基準をどのようにしていくかの検討を早急に実施します。 

◆第 1 次計画では、継続して一定の成果が出ている項目が多いですが、2020（令和

2）年度は、未着手である「E 評価」が 16 項目、見直しが必要な「G 評価」が 12

項目あります。このような課題については目標の適正化及び原因究明に努め、本計画

では主要施策の見直しや改善を行っていきます。 

【 総 括 】 


